
柴田弘捷教授 履歴・業績

履 歴

１９４１年１２月 神奈川県生まれ

〔学 歴〕

１９６５年３月 法政大学社会学部社会学科卒業

１９６６年４月 法政大学大学院社会科学研究科社会学専攻修士課程入学

１９６９年３月 法政大学大学院社会科学研究科社会学専攻修士課程修了（社会学修士）

〔職 歴〕

１９６５年４月 東京都新宿区役所勤務（～６７年３月まで）

１９６８年７月 厚生省人口問題研究所（現・社会保障人口問題研究所）勤務（厚生技官）（～１９７６年３月

まで）

１９７６年４月 専修大学文学部講師

１９７８年４月 専修大学文学部助教授

１９８４年４月 専修大学文学部教授

１９８５年４月 国内研究員（名古屋大学文学部）（～１９８６年３月まで）

１９９４年４月 専修大学文学部人文学科長（～１９９６年３月まで）

１９９８年９月 専修大学文学部長、学校法人専修大学理事・評議員（～２００２年８月まで）

２００３年４月 専修大学社会科学研究所長（～２００７年３月まで）

２００５年７月 短期在外研究員（英国）（～２００４年９月）

２００７年２月 中国・北京日本学研究中心（大学院修士課程）招聘教授（外国人専家）（～２００７年６月まで）

２０１０年４月 専修大学人間科学部教授（人間科学部新設に伴い移籍）

２０１２年３月 専修大学人間科学部 定年退職

この間、法政大学第一教養部（１９７０．４－１９７３．３，１９７５．４－１９８５．３，１９８６．４－１９９８．３），東洋大学社会

学部（１９７３．４－１９８５．３，１９８６．４－１９９８．３）、和光大学人文学部、国学院大学法学部、法政大学社会学

部、お茶の水女子大学文教育学部、聖心女子大学文学部等で非常勤講師を勤める

〔社会活動〕

１９８７年８月 専修大学教員組合執行委員会書記長（～１９８８年７月まで）

１９８８年１０月 日本労働社会学会幹事（１９９３、９４年度 代表幹事）（～１９９５年９月まで）

２００４年４月 日韓次世代学術フォーラム諮問教授（～現在）

２００５年３月 「日中学術シンポジュウム―中国社会研究」開催専修大学社会科学研究所・北京社会科学

院・都市発展と環境研究中心共催 於・北京）

２００６年３月 「日中学術シンポジュウム―経済・社会の構造変容と課題―日本の現状・中国の現状」開催

専修大学社会科学研究所・上海社会科学院・社会発研究院 共催 於・北京）

２００６年１１月 「日中公開シンポジュウム―中国経済・社会の現在（いま）」開催（専修大学社会科学院主

催 於・専修大学神田校舎）

２００７年８月 専修大学教員組合執行委員長（～２００８年７月まで）
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業 績

〔著 書〕

１９８６年８月 『デュアル・イノベーション 電機のレクチャー（LECTURE［MEの時代］）』中央法規出版

〔共編著書〕

１９８９年２月 『社会変動と地域・生活・労働』高橋弘志共編 時潮社

２０１０年３月 『専修大学社会科学研究所社会科学研究叢書１２ 周辺メトロポリスの位置と変容―神奈川県

川崎市・大阪府堺市』「まえがき」「第２章川崎市内産業・就業者特性と住民の性格」宇都

榮子共編 専修大学出版局

２０１０年３月 『専修大学社会科学研究所社会科学研究叢書１３ 中国社会の現状 III』「まえがき」「第６章

中国の社会階層変動と「白領」の台頭―「中間階層」の増大と「ホワイトカラー」の労働

と生活―」大矢根淳共編 専修大学出版局

〔共著書〕

１９７９年８月 『日本の地域構造５．人口流動の地域構造』「第４章第１節３」「第２節４）」（内藤博夫編）

大明堂

１９８０年１２月 『日本の経営・地域・労働者（上）』「第３章 大都市社会の経営と労働者」（北川隆吉編）

大月書店

１９８１年１月 『日本の経営・地域・労働者（下）』「第１０章 離島社会の産業経営と労働者状態」（北川隆

吉編） 大月書店

１９８２年３月 『奄美―自然・社会・文化』「第３編第１章第４節 大島紬生産と経済構造」（北川・高原共

稿） 九学会連合奄美調査委員会 弘文堂

１９８３年５月 『高齢化社会と労働』「V高齢者の就労をめぐる施策と自主的対応」（北川隆吉編） 中央

法規出版

１９８４年４月 『社会学―現代社会の研究』「第３章 労働の生活」（北川隆吉監修） 文化書房博文社

１９８７年４月 『産業社会学』「１２章 コンピュータ化の諸相と労働問題」（八木正・佐藤守弘編） アカ

デミア出版会

１９８９年７月 『ハイテク化と東京圏』「第３章 デュアル・イノベーションと企業行動・労働力の諸問

題」（北川隆吉編） 青木書店

１９９１年１１月 『現代日本の産業構造』「� デュアル・イノベーションと労務管理の「変容」」（三輪芳郎

編） 青木書店

１９９３年１０月 『都市と産業のリストラクチュア』「第�章 『再生』にかける企業と地域」（北川隆吉編）

中央法規出版

１９９５年５月 『新版社会学―現代日本社会の研究』「第４章 技術革新と経営―大企業の構造の変化―」（北

川隆吉監修） 文化書房博文社

１９９６年９月 『産業変動下の地域社会』「第２章 産業構造の変化と地域社会」（岩城完之編） 学文社

１９９９年４月 『日本の産業構造』「� 労働者管理の新展開」（大西勝明・二瓶敏編） 青木書店

１９９９年１２月 『講座社会学２家族』「３ 企業主義と家族」（目黒共稿）（目黒依子・渡辺秀樹編） 東京

大学出版会

２００６年３月 『専修大学社会科学研究所社会科学研究叢書９ 中国社会の現状』「はじめに」専修大学出

版局



２００９年３月 『専修大学社会科学研究所社会科学研究叢書１１ 中国社会の現状�』「はじめに」「第８章
中国の労働市場と大学生の就職事情」専修大学出版局

〔論 文〕

１９６７年３月 「『地域開発』と地域社会の変化」（北川・淡谷・川崎との共稿）『法政大学社会学部社会労

働研究』

１９６９年１１月 「戦後の階級、階層構造の変化」『現代の眼』１９６９年１１月号

１９７０年１０月 「最近の農家労働力の流出形態」『人口問題研究』１１６号

１９７０年１２月 「『過疎』地域における家族構成と就業構成」『人口問題研究所年報』第１５号

１９７１年１２月 「日本の就業者１．理容業従事者の社会的性格」『人口問題研究所年報』第１７号

１９７２年１月 「日本の就業者２．新鋭製鉄所労働者の性格―K製鉄所における事例研究―」『人口問題研究』

１２１号

１９７２年１２月 「日本の就業者３．雇用労働者の職業異動について」『人口問題研究所年報』第１８号

１９７３年３月 「老齢化する日本の人口」『生活を育てる』第１９集 （財）大蔵財務協会

１９７３年１月 「日本の就業者４．労働力人口の移動と労働形態―電気工場における事例研究―」『人口問題研

究』１２５号

１９７３年１２月 「日本の就業者ノート．労働者の階層区分について」『人口問題研究所年報』第１９号

１９７４年１月 「日本の就業者５．労働力人口の就業移動の統計的分析」『人口問題研究』１２９号

１９７４年７月 「日本の就業者６．装置産業労働者の移動と労働・労働意識―発電所における事例研究―」『人

口問題研究』１３１号

１９７５年７月 「日本の就業者７．製紙産業労働者の移動と労働意識」『人口問題研究』１３４号

１９７６年１月 「工業地帯形成と地域人口構造の変動―鹿島臨海工業地帯における事例研究―」『人口問題研

究』１３７号

１９７６年１０月 「現代労働者の『労働』と『意識』―『日本の労働者』研究のためのノート（１）『法政大

学第一教養部紀要』第２５号

１９７８年２月 「昭和２０年代の労働者の〈労働観〉―『日本の労働者』研究のためのノート（２）『法政大

学第一教養部紀要』第２９号

１９８０年３月 「長期不況下の労働者意識の動向」『専修大学社会科学年報』第１４号

１９８０年８月 「地域社会の誕生と自治体」『季刊 地域』第４号

１９８１年１２月 「『中流』意識と『中間層社会』」『専修大学社会科学研究所月報』No．２１５

１９８３年３月 「遅れてきた開発と地域社会―富津埋立開発と漁民社会の変様―」『専修大学社会科研究所年

報』第１７号

１９８３年６月 「不況下の経営・労働者・地域（１）―長崎県佐世保市佐世保造船所を事例として―」『専修

大学社会科学研究所月報』No．２３９

１９８３年１１月 「不況下の経営・労働者・地域（２）『専修大学社会科学研究所月報』No．２４４

１９８８年３月 「デュアル・イノベーション下の労務管理の変容―『日本的雇用慣行』は崩壊したか―」『専

修大学社会科学年報』第２２号

１９９２年９月 「『日本的経営』の『変容』に関する統計的分析」『専修人文論集』第５０号

１９９５年４月 「雇用をめぐる『構造変化』をどう見るか」『賃金と社会保障』No．１１５２

１９９６年４月 「戦後日本の労働意識の変化と現況」『Tradepia』４（No．３０４）日商岩井（株）

２０００年１１月 「社会調査としての工場見学―工場見学で何が見えるか、工場の大量観察―」『日本労働社会

学会年報』１１
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２００３年３月 「企業社会日本の労働者の現在（いま）（その１）大企業ホワイトカラーの現在（いま）」

『専修人文論集』第７２号

２００４年１０月 「企業進出と地域変容―SHARP亀山工場の建設・稼動と三重県亀山市」『専修大学社会科学

研究所月報』No．４９５／４９６

２００５年７月 「在北京日系企業の人事管理」『専修大学社会科学研究所月報』No．５０５／５０６

２００６年７月 「現代日本の階級・階層・格差問題」『専修大学社会科学研究所月報』No．５１７

２００８年８月 「不況下・韓国の労働問題と労働組合」『専修大学社会科学研究所月報』No．５５３／５５４

２０１１年３月 「在中国日系企業の人事管理（１）―中国人の就業意識・行動と『現地化』の問題―」『専修

人間科学論集』Vol．１，No．２（社会学篇第１号）

２０１２年３月 「在中国日系企業の人事管理（２）―採用・教育・昇進について」『専修人間科学論集』

Vol．２，No．２（社会科学篇第２号）

〔調査報告・調査ノート〕等

１９６９年１２月 「人口研究における階級階層について」『人口問題研究所年報』１５号

１９７５年３月 「地域人口（問題）研究のためのノート」『人口問題研究所年報』第２１号

１９７６年３月 『香川県塩飽諸島における島民実態調査報告書』「第二章人口構造の変化と過疎化の進行」

日本離島センター

１９７６年５月 『都市形成における都市施設管理運営システムに関する研究』「第二章 宇都宮市における

工業団地を中心とする都市施設の整備および管理運営」地域振興整備公団

１９８９年３月 研究ノート「首都圏の大企業工場の変容」 専修社会学 創刊号

１９９０年３月 「『たたら』を訪ねて」 専修社会学 第２号

１９９１年３月 調査ノート「四国地方の地域振興」 専修社会学 第３号

１９９２年３月 調査実習ノート「１９８０年代の企業構造の変容－チノン株式会社を事例として－」 専修社

会学 第４号

１９９３年３月 調査実習報告「産業構造と労働市場」 専修社会学 第５号

１９９５年３月 伊奈調査覚書「『一人生産方式』（ＮＥＣ長野）の展開」 専修社会学 第７号

２００５年３月 『デュアル・イノベーション下の企業戦略・労使関係・労働者の実証的研究』 文部省科

研費報告書

２００５年３月 「《調査ノート》人口と産業から見た川崎市」『専修社会学』第１６号

２００５年７月 「雲南省麗江・昆明視察団報告・雲南雑記」『専修大学社会科学研究所月報』No．５０５／５０６

２００６年３月 「《調査ノート》福井県調査―１．IO社の経営と人事管理、２．福井 Job Cafe―」『専修社会学』

第１７号

２００７年３月 「《調査ノート》若者の就職支援政策・組織・活動―四国４県の Job Cafe 調査―」『専修社

会学』第１８号

２００８年３月 『産業構造の転換と地域・経営・労働者』文部省科研費報告書

〔書評〕

１９７１年１０月 大橋隆憲『日本の階級構成』 『人口問題研究』１２０号

１９７３年１０月 井原哲夫『巨大都市と人口構造―その“集中”のエネルギー―』『人口問題研究』１２８号

１９８１年３月 辻勝次『仕事の社会学』『専修大学社会科研究所年報』第１５号

１９９８年６月 『平成１０年度版労働者白書を読む』『賃金と社会保障』１２３２号

１９９８年８月 野原洸、藤田栄史編著『自動車産業と労働者』『社会政策学会年報』第３４集



２００２年１１月 山下充『工作機械産業の職場史１８８９－１９４５』『社会学評論』２１０ 日本社会学会

２００２年１１月 山下充『工作機械産業の職場史１８８９－１９４５』『日本労働社会学会年報』１３

〔その他〕

１９６８年６月 文献解題：『イギリスにおける労働者階級の状態』『日本における近代国家の成立』『日本

の祭』『日本の下層社会』 作田啓一・日高六郎編『社会学のすすめ』

２０００年６月 「奇妙な『この国のかたち』」『労働総研ニュース』No.１２３

２０００年６月 用語解説：グローバリゼーションと地域産業『キーワード地域社会学』

２０１１年５月 用語解説：グローバリゼーションと地域産業『キーワード地域社会学』

〔学会・その他報告〕

１９８１年１０月 講演「婦人の社会参加―職業労働―」 専修大学文学部第１５回公開講座

１９９４年１０月 学会報告 デュアル・イノベーションと労務管理の変容―日本的雇用慣行は崩壊したか―

第６０回社会学会大会

１９９５年１月 学会報告 書評部会 高梨昌編『変わる日本型雇用』社会政策学会８９回大会

２００２年１１月 講演「企業社会と能力主義―人事・雇用管理の『変容』をめぐって―」 専修大学大学院公

開講座

２００６年３月 報告 現代日本の階級・階層・格差問題 専修大学社会科学研究所・上海社会科学院 社

会発展研究院共催日中シンポジュウム

２００７年５月 講演「日本の格差問題」 北京日本学研究中心公開講座

２００７年７月 講演「現代日本の階級・階層・格差問題について」中国・西安大学

２０１１年１２月 報告「回顧・専修大学における社会学教育の発展」 専修大学社会学会２０１１年度第２回研

究会

柴田弘捷教授 履歴・業績


